
第４章　別子銅山の近代化産業遺産（特論）
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別子銅山の近代化産業遺産

１.はじめに

　わが国の19世紀末から20世紀にかけての100年余り

は、産業革命と技術革新の時代であった。明治維新に始

まる我が国の近代化産業革命は、製糸・紡績業と共に鉱

山業からも始まった。すなわち、鉱山業は採掘という採

取産業と、製錬という装置産業が結びついたもので、こ

れに鉄道・海運という運輸業や、蒸気汽罐から電力（発

電所）というエネルギー産業が付随した。鉱山の銅製品

から電線・伸銅業が、鉱山の機械修理・製作部門から機

械工業や製作所が、鉱山の土木部門から建設業が、鉱山

の木炭・坑木部門から林業が、石炭や亜硫酸ガスの合成

から化学工業がそれぞれ派生していった。鉱山業は、重

化学工業の生みの親であった。また、鉱山町には、道

路・鉄道・港湾・学校・病院・社宅など生きていくため

の社会資本の整備が必要とされたが、それらの関連施設

も産業遺産なのである。別子鉱山関連の産業遺産は、わ

が国の産業革命が果たした役割を雄弁に物語る代表的な

モニュメントの一つである（以下、現存する産業遺産は

一重線、報告書掲載文は二重線で示す）。

２.別子銅山の産業遺産の調査区分

　元禄４（1691）年から昭和48（1973）年まで 283年間

にわたり経営された別子銅山は、現在の新居浜市を鉱山

町から瀬戸内工業地帯の工都に発展させた鉱山である。

また、江戸時代から発展してきた「歴史的鉱山集落」と、

明治維新後の近代化によって出現した「近代鉱山集落」

の顔を合わせ持っている。鉱山町の形成過程は、鉱脈の

推移と連動していた。

　別子銅山は、海抜1294ｍの歓喜・歓東坑から採掘さ

れたため、当初の鉱山町はその坑口付近の谷筋に展開し

た。明治６（1873）年からは、日本坑法によって採鉱と

製錬が別々に実施できるようになったので、別子山中の

採鉱を中心とした鉱山町と、新居浜臨海部の製錬を中心

とした鉱山町に分かれて発展した。

　近代の採鉱本部は、鉱石など主要物資を搬出入する通

洞（主要トンネル）の近くに置かれ、これを中心に鉱山

町が形成された。そこには鉄道や索道も敷設され、新居

浜の製錬所と連絡していた。別子鉱山では鉱石を地中深

く掘り進んだので、明治35（1902）年以降、第一通洞の

ある東延（海抜1100ｍ）・小足谷（同950ｍ）から、新居

浜山麓の第三通洞付近の東
とうなる

平（同750ｍ）・第四通洞付近

の端
は

出
で ば

場（同156ｍ）へと下りてきている。そのため、別

子銅山の近代化産業遺産は、明治前期の第一通洞時代、

明治後期・大正期の第三通洞時代、昭和時代の第四通洞

時代の順に分けて調査する必要がある（別子銅山産業遺

産分布図）。

別子銅山位置図

別子銅山産業遺産分布図
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３.明治前期の産業遺産（第一通洞時代、1868～1899）

　 ラロックと広瀬の起業案

　明治前期の別子銅山産業遺産は、住友が雇ったフラン

ス人技師ルイ・ラロックが作成した「別子鉱山目論見書」

（明治８年作成）に基づき、日本人の技師たちが施工し

たものである。わが国の近代化に果たしたお雇い外国人

の役割は大きいが、全国的に見ても愛媛県の別子銅山は、

設計、施工、稼業状況まで近代化の様相が解明できる貴

重な事例である。

　明治９（1876）年、広瀬宰平（初代住友総理人）はラ

ロックの目論見書によって近代化起業案を提示し、近代

的竪坑の東延斜坑、洋式製錬所の高
たかばし

橋製錬所、運搬車道

の牛車道の建設を指示した。ただちに東延斜坑は、海抜

約1150ｍの坑口から、鉱脈に沿って49度の傾斜角で八

番坑道レベルの「三
み す ま

角」（海抜約750ｍ）を目指して掘削

された。同16年にドイツ工学士桑原政によって東延斜

坑機械場の堰堤（写真１）が施工され18年に完成し、23

年には蒸気巻揚げ機と建屋が設置された。これにより、

大量の鉱石が搬出され、28年には目的の八番坑道レベ

ルへ東延斜坑が到達した。

写真１・東延斜坑機械場堰堤

　明治13年には東延の整備と平行して、東延と小足谷

の中間に別子鉱山の技師大島供清によって高橋製錬所

（写真２）が建設された。明治11年には別子支山として、

弟
お と じ

地坑が開坑され、大正13（1924）年銅山川対岸に筏津

坑に替わった。いっぽう、牛車道は勘
か ん ば

場（鉱業所本部）

から立
たつかわなかじゅく

川中宿（立川精銅場併設）を経て新居浜口屋まで

約30kmの距離を５年の歳月をかけて明治13年に開通し

た。同19年には東延斜坑直下に全長1021ｍの第一通洞

（通洞南口と北口）（写真３）が完成した。

　明治22年、広瀬宰平は欧米巡遊によって、鉄道の重

要性を認識し、鉄道技師小川東吾を雇い入れた。小川は

別子銅山が急峻な高山にあるため、上部鉄道と下部鉄道

を索道でつなぐことにした。同26年に海抜837ｍの石ヶ

山丈駅から同156ｍの端出場駅間に、距離1585ｍの索

道が完成した。26年には惣
そうびらき

開～端出場間10.461kmの

下部鉄道（端出場鉄橋・端出場隧道・車屋トンネル・物

言嶽トンネル・檜尾川橋梁）と、石ヶ山丈～角石原間

5.532kmの上部鉄道（石ヶ山丈駅跡（写真４）、切通し跡、

唐谷橋梁の橋台（写真５）など）が完成した。こうして物

資輸送は別子東延（第一通洞）→角石原駅（上部鉄道）

→石ヶ山丈駅（索道）→端出場駅（下部鉄道）→惣開駅

となり、別子と新居浜はわずか３時間ほどで結ばれるこ

とになった。

写真２・高橋製錬所跡

写真３・第一通洞 (南口 )
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写真５・唐谷橋梁の橋台

写真４・石ヶ山丈駅跡

東延・小足谷地区の発展

　別子には江戸時代以来の勘場（鉱業所本部）があり、

見花・両見谷の稼人小屋（社宅）を中心に、明治８（1875）

年に私立足谷小学校、16年に住友病院が建てられた。

ところが、明治20年代になると、鉱山町は別子から小

足谷に移転し、採鉱課長宅や稼人小屋、醸造場と煙突、

接待館、劇場や私立小足谷小学校が新設された。それら

の建物は頑丈な石垣の上に築造され、煉瓦塀などで囲ま

れていた。現在、採鉱課長宅跡と接待館跡の煉瓦塀（写

真６）、劇場跡（写真７）・小学校跡・社宅跡の石垣、醸

造場の煉瓦煙突が残っている。

写真６・接待館跡の煉瓦塀

写真７・劇場跡

　新居浜惣開地区の発展と四阪島製錬所

　いっぽう新居浜の平野部では、明治12（1879）年に大

型蒸気船が停泊できるよう、新居浜沖合の御
み よ し ま

代島に港を

建設し、陸運と海運の一体化を図った。21年から、塩

野門之助設計の惣開製錬所と、岩佐厳設計の山根製錬所

が操業を開始した。惣開では水套炉や反射炉で銅製錬が、

山根では銅製錬の残滓から硫酸などの化学薬品製造と製

鉄試験が実施された。現在、山根製錬所跡には煙突と

煙道跡が残っている。23年の別子開坑200年記念に合

わせて広瀬邸が完成し、賓客の接待間となった。同年広

瀬宰平は、「惣開之記」を建立し、「是地や南鉱山を負ひ、

北海湾に臨み、最も舟車に便なり」と記した。26年には、

その言葉どおり別子鉱山鉄道が開通し、別子への起点と

なる惣開駅が設けられ、新居浜は一農漁村から煙突の林

立する臨海工業都市へと変貌しつつあった。

　ところが、明治26年から27年にかけて亜硫酸ガスの

煙害が激しくなり、周辺の田畑山林の作物に被害が続出

したため、農民から怨嗟の声が上がった。28年11月、

別子支配人伊庭貞剛は惣開製錬所の煙害問題を根絶する

ため、新居浜沖20kmの四阪島移転を決意した。四阪島

は、愛媛県越智郡宮窪町（現・今治市宮窪町）に属し、

美ノ島・家ノ島・鼠島・明神島からなる水のでない無人

島であった。

　別子大水害と鉱業所本部の移転

　明治32（1899）年８月28日、別子鉱山は台風による

暴風雨に直撃された。降水量325mm余のほとんどが集

中豪雨となって降り注ぎ、山津波となって幾多の貴い人

命と家屋・財産を暗闇の濁流に飲み込んだ。この山津波

により512人の貴重な生命を奪い、別子開坑以来200年

余にわたる諸設備に壊滅的な打撃を与えた。明治34年、

瑞応寺にはその慰霊碑（別子大水害流亡者碑）が残され
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ている。32年11月１日付で別子から採鉱課を除く、鉱

業所本部と全施設が新居浜に移転され、新居浜では関連

施設や社宅の建設が大規模に始まった。

４. 明治後期・大正期の産業遺産（第三通洞時代、1900

～1925）

　東平・四阪島の開発と環境遺産

　明治30（1897）年１月に四阪島事務所が設置され、塩

野門之助（サンテチェンヌ鉱山学校卒）がその専任と

なり、工事が開始された。33年５月、塩野が事務所長、

中村啓二郎（東大採鉱冶金科卒）が副長となって、製錬

所の建設に当たり、併せて巻揚傾斜道や港湾施設・事務

所・社宅・学校・病院などが建設された。ようやく37

年７月に完成し、38年１月から操業を開始した。製錬

所の落成式は日露戦争のため１年延期となり、翌39年

11月に挙行され、住友家の日暮別邸もこの年に完成し

た。

　伊庭別子支配人の赴任前後から明治38年まで投資さ

れた起業資金は462万円余に達したが、四阪島の移転に

173万円余、植林に19万円余、坑水路に22万円余（小

足谷収銅所跡、東平収銅所跡、東平～惣開間の坑水路跡、

坑水路を併用した遠登志橋、山根収銅所（写真８）、植林

などの環境対策にその約半分が使用されたのであった。

写真８・山根収銅所

　いっぽう、明治35（1902）年８月に海抜750ｍに位置

する東平に第三通洞（通洞坑口）が貫通すると、東平地

区の開発が始まった。実は、第三通洞の開削と東平の開

発は、四阪島製錬所の建設と連動しており、煙害防止の

ため別子山中と新居浜臨海部での焼鉱と製錬をやめ、東

平に貯鉱庫と選鉱場を建設し、すべての製錬工程を四阪

島製錬所で行う計画であった。

　臨時建設部の設置

　明治36年７月から39年１月まで、別子鉱業所では設

計部に臨時建設部を置き、東
とうなる

平の開発を担当させた。前

年には、大阪本店が住友臨時建築部（日建設計（株）の前

身）を設置しており、連動した動きであった。別子の臨

時建設部は、土木課から「別子鉱山第三隧道ニ関係スル

新設撰鉱場、及其附近並ニ第三隧道口・新居浜間ノ運搬

計画、及関係ノ諸設備事業」を移管され、第三通洞口か

ら東平選鉱場までの電車工事、東平選鉱場の本体工事と

新居浜港までの索道新設・鉄道改修工事、および発電所

と社宅など生活関施設の建築を実施することになった。

　臨時建設部の主要メンバーは、トップの部長と土木課

主任を兼務した河野天瑞（工部大学校卒→鉄道省→住友

→索道安全商会技師長）、同じく臨時建設部と土木課を

兼務した永井専三（東大土木科卒→住友→宇治川電気取

締役）および林桂一（京大土木科卒→住友→九大教授）、

設計部と機械課電気係を兼務した西川喜計（東大電気科

卒→住友→大阪市→大正水力電気）、同課電気係の野上

菊太郎（東大電気科卒→宇都宮電灯→住友→野上工業所）

などであった。

　野上の後任吉田貞吉（京大電気科卒→住友、別子→本

社理事・住友化学社長）と機械課の工藤治人（京大電気

科卒→住友→日立製作所専務→日産自動車社長）は、臨

時建設部員ではないが、その後継者として端出場水力発

電所や電気機械の設計・施工に携わった。

　東平地区の産業遺産

　明治36年７月、臨時建設部により東平の開発が始ま

り、第三通洞附近では同年８月に喜三谷堰堤、翌年８月

に第三暗渠が完成した。平行して電車鉄道工事が進めら

れ、36年５月に喜三谷橋梁、８月と11月に辷坂隧道と

東平隧道（写真９）が完成した。翌37年２月に柳谷橋台

が完成すると、３月に柳谷鉄橋が架設され、４月に選鉱

場まで全線に線路が敷設された。併せて同年１月と10

月に第三仮配電所と東平配電所が竣工し、８月から第三

通洞内から東平選鉱場までの電車が開通した。

写真９・東平隧道
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　東平選鉱場は、同37年６月に谷側の土留石垣が完成

し、７月に第二装入庫、11月に第一装入庫と貯鉱庫（鉱

石貯置場）の造成工事が完了した。同年12月には傾斜鉄

道線路（インクライン）（写真10）も竣工し、翌38年11月

から選鉱作業を開始した。東平索道停車場は、37年４

月に造成工事が終わり、６月に制動機室ができ、７月に

煉瓦造の基礎が完成した。翌38年９月からブライヘル

ト式索道（標高差600ｍ、距離3708ｍ）で、新道（煉

瓦造建家が残る）、端出場上、蜂ヶ嶽の各索道停車場（中

継所）を経由して、別子鉱山下部鉄道の黒石駅まで鉱石

を降ろした。明治38年中に東平の採鉱課と機械課事務

所・機械課工場・社宅などが完成した。

写真10・傾斜鉄道線路跡

　ところが、翌40年６月の別子暴動によって、東平の

施設・社宅が破壊されたので、41年１月に採鉱課事務所・

第三変電所、３月～12月にかけて東平・柳谷・第三・呉木・

喜三谷の各社宅が新築再建された。翌42年５月には東

平接待館・東平倶楽部・東平郵便局、６月に住友病院東

平出張所が新築された。いずれも、土台の石垣が残って

いる。

　明治44年２月、第三通洞の延長として日浦通洞が開

通すると、東平から別子の日浦まで 3915ｍの籠電車で

つながったので、同年10月には上部鉄道と石ヶ山丈索

道が廃止され、東平索道と下部鉄道が鉱山の主要な運搬

路となった。大正５（1916）年１月、別子東延の採鉱本

部はその人員とともに東平へ移転し、同地が採鉱の拠点

となった。

　端出場地区の産業遺産

　明治35（1902）年５月、下部鉄道の終点端出場に火力

発電所が建設された。端出場は鉄道の運搬拠点と同時に、

坑内電車や索道のエネルギー源として、37年にはその

上流に落シ水力発電所（90KW、基礎が残る）が、44 年

には端出場水力発電所（3000KW）が設置された。別子

鉱山鉄道の山根駅近辺も賑わいを見せ、すでに34年に

は中筋町の今井醤油製造所の住宅と店舗が新築されてい

る。

　大正４年９月、海抜156ｍの端出場に第四通洞が貫通

し、坑内の鉱石は第三通洞と第四通洞の両方から搬出可

能となった。大正２（1913）年から相前後して、端出場

の造成工事が開始され７年に完成した。その間、５年

７月鹿森・打除の労働者社宅の造成工事に着手し、同

7年には第四通洞の出口に四通橋（端出場橋梁）（写真

11）が架設され、８年に仮手選鉱場が設置された。

写真11・四通橋

　新居浜地区の産業遺産

　明治32（1899）年11月、別子鉱業所本部が新居浜惣

開の旧分店に移転すると、翌33年１月別子鉱業所の西

側湿田を埋め立てて惣開尋常小学校が開校した。34年

３月には別子鉱業所の東隣に住友銀行新居浜支店 ( 現・

住友化学歴史資料館 ) が新築落成し、12月には道路を

はさんで南側に住友病院（写真12）が開院した。新居浜

の社宅群は、まず別子鉱業所の惣開駅から延びた下部鉄

道沿いの湿田を埋め立てて造成され、明治34年には星

越隧道（写真13）ができた。大正２（1913）年には、惣開

に住友肥料製造所（住友化学の前身）が、４年に機械課（住

友重機の前身）が設立され、鉱山都市から工業都市へ転

換しつつあった。

写真12・旧住友病院
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　四阪島地区の産業遺産

　明治38（1905）年１月から四阪島製錬所が操業を開始

すると、四阪島事務所が解散し、土木課が継続事業を引

き継いだ。その頃の「四阪島製錬所配置図」で、日暮別

邸を中心にして見ると、その東側に吉備浦・吉備峠・明

見谷・北浦社宅・糯ヶ岡・東巽・巽の社宅群、その西側

に日暮・西日暮・銅ヶ関・勝浦が、南側に頂上・美ノ浦・

美ノ上・美ノ端の社宅群があった。いずれも明治31年か

ら42年までに建築されたもので、現在は石積みが残る。

　大正10（1921）年に四阪島製錬所の大改造があり、荷

揚げ施設や変電所・貯鉱庫、および製錬設備が新設さ

れ、その動力源として端出場発電所の電気を新居浜から

約 20kmの海底ケーブルで引き込んだ。13年には四阪

島の大煙突（写真14）も完成した。

　5.昭和時代の産業遺産（第四通洞時代、1926～1973）

　端出場と星越地区の開発

　昭和５（1930）年５月、採鉱本部が東平から端出場に

移転し、同10年５月に東平・端出場間の索道が完成す

ると、第四通洞のある端出場が採鉱の中心地となった。

すでに昭和２年８月には、端出場選鉱場が完成しており、

前後して採鉱事務所・電車庫・修理工場・貯鉱庫（写真

15）・診療所・集会所などが建築された。併せて下部鉄

道の整備が図られ、同６年頃に黒石駅に通じる檜尾谷橋

梁（写真16）が RC橋にかけ替えられた。また、従来の

打除・鹿森の労働者社宅が手狭となり、大正12年から

昭和初年にかけて山根に大規模な川口新田社宅が造成さ

れた。同15年には瑞応寺の庫裏に千里亭が竣工し、昭

和６（1931）年には住友別子病院の山根分院や、単身赴

任者の寮（鉑友寮）が設置された。そのため、松山街道の

喜光寺に商店街が形成され、映画館や旅館（喜楽旅館）で

にぎわった。

写真13・星越隧道

写真14・四阪島製錬所大煙突

写真15・端出場貯鉱庫

写真16・檜尾谷橋梁
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　新居浜の星越地区では、大正14（1925）年６月に新居

浜選鉱場が完成し、星越駅と選鉱場からの引き込み線が

設置された。選鉱場には、昭和初年にかけて事務所・跨

線橋・インクライン（写真17）などが建築され、星越駅

構内には機関車修理工場、操車場が設置されて鉄道拠点

となった。また、選鉱場から出る尾鉱（廃鉱）で隣接の

湿地帯が埋め立てられ、星越の山田社宅群 （別子事業所

長宅）が形成された。端出場駅が採鉱、星越駅が選鉱の

拠点になると、両駅を結ぶ鉄道の人員・物資輸送が急務

となった。昭和３年８月、鉄道省に鉱山専用鉄道の地方

鉄道切り替えを申請し、翌年２月に許可、11月５日か

ら営業を開始した。

写真17・選鉱場インクライン

　新居浜の都市計画と産業遺産

　昭和２（1927）年10月、別子鉱業所は別子鉱山株式会

社として住友本社から分離独立した。このときトップに

なったのが鷲尾勘解治である。翌年鷲尾は鉱量調査を実

施し、鉱脈が衰えその余命が短いことを知ると、鉱山に

代わる事業を起こすため、①新居浜築港と埋立による工

場誘致、②昭和通を初めとする道路整備、③山田・川口

新田社宅など社宅群の建設、④別子鉱山専用鉄道を地方

鉄道として一般乗客に解放するなど、新居浜の都市計画

を断行した。白石誉二郎新居浜町長の賛同もあり、埋立

地には、別子銅山から派生した工場群を誘致することに

した。鷲尾は社員の福利厚生にも熱心であり、東平から

山根製錬所跡に大山積神社を遷座すると、隣に山根競技

場と観覧席を社員のボランティアで造成し、社員対抗の

運動会や奉納相撲が開催された。

　昭和８（1933）年には新居浜築港が開始され、翌年そ

の造成地に別子銅山から派生した住友化学、四国中央電

力、住友アルミニウム、住友機械製作所が誘致された。

同11年９月には、星越から分岐して新居浜港に至る全

長 2kmの、新居浜港線が開通し、金子川（現・東川）

にかかる昭和橋の南詰に昭和橋駅が設置された。新居浜

の中心地に鉄道が乗り入れられ、昭和通が商店街として

発展する契機となった。同６年、西町に芸備銀行新居浜

支店（現・マナベ小児科）が建設されたのは、その兆候

を示すものであった。いっぽう星越は、山田社宅の開発

により住民が増え、惣開小学校と住友別子病院が惣開か

ら星越に新築移転し、12年には住友倶楽部（写真18）が

新設されるなど、文化施設の集中が図られた。また、延

伸した鉱山鉄道の昭和橋駅前には、宿泊施設の泉寿亭（マ

イントピア別子に移設）が新築され、別子鉱山を訪れる

関係者でにぎわった。14年には町と企業が協力して武

徳殿（現・登録有形文化財）（写真19）を建設し、青少

年の武道教育に貢献した。昭和12年11月３日、新居浜

では市制が施行され、初代市長の白石譽二郎はいっそう

町と企業の共存共栄を目指した。14年には、念願の新

居浜港が完成し、四阪島の煙害問題も解決したなかで、

15年別子開坑250年祭が開催された。17年11月には、

星越駅から省線新居浜駅（現・JR四国）に至る全長2.7km

の新居浜駅連絡線（現在、自転車道）が開通し、新居浜

は通勤客でにぎわった。

写真18・旧住友倶楽部（星越館）

写真19・武徳殿
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　戦後の新居浜と産業遺産

　昭和24～25（1949～50）年、戦後の復興期を迎える

と、新居浜では交通機関が発達し、通勤・通学の市内交

通はバスが主流となった。29年にバス路線が新居浜市

内から端出場まで延びると、翌30年１月、別子鉄道は

鉱山専用鉄道に戻った（昭和51年に廃止され、自転車

道となる）。

　戦後の新居浜の発展は、昭和23年１月新居浜港が国

際貿易港に指定されたことに始まる。28年港湾法によっ

て新居浜港務局が置かれ、33年には新居浜でわが国初

の石油化学コンビナートの火が灯った。鉱山町から工業

都市へと変貌しつつあった。26年８月、新居浜市役所

旧庁舎（現・新居浜市郷土美術館）、37年11月に新居

浜市民文化センター大ホールなどの公共施設が建設され

た。43年には、別子銅山の再生を図るため、大斜坑を

第四通洞の上部から、坑内32番坑道（海面下約1000ｍ）

へ向けて開削したが、経営環境の悪化により48年３月

に閉山した。

６.結びにかえて

　別子鉱山と新居浜は、約300年にわたる鉱山の発展過

程を物語る鉱山町である。別子鉱山の事業は、鉱脈を地

中深く掘り進むにつれ、海抜1000ｍを越える別子山中

から、東平・端出場・新居浜を経て、沖合20kmの四阪

島までひろがった。鉱山では、人びとが働くための施設

とともに、学校・病院・劇場・社宅など生活関連施設も

必要とした。鉱山の歴史は、町づくりの歴史といっても

過言ではない。昭和48（1973）年３月、別子銅山はその

長い歴史を閉じた。しかし、新居浜は昭和初期の都市計

画によって工業都市へと飛躍できた。都市の発展経緯が、

今日の工場群や港湾・道路・社宅などの社会資本として

生き続け、新居浜は生きた産業遺産都市となっている。

[末岡照啓 ]
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沿革（歴史・由緒）

　端出場鉄橋は、明治26（1893）年３月から使用された、

旧別子鉱山鉄道の橋である。

　明治21年、別子鉱山鉄道は瀬戸内海の新居浜と海抜

1100ｍの別子鉱山を結ぶ路線として調査された。22年

広瀬宰平の欧米巡遊帰国後、①下部鉄道（惣開～端出場

間10.461km）、②索道（端出場～石ケ山丈間1.585km）、

③上部鉄道（石ヶ山丈～角石原間5.532km）の三路線

と決定した。24年４月に索道、26年３月に下部鉄道、

８月に上部鉄道が完成し、全線開通した。その後、明治

44年10月に②と③、昭和52（1977）年２月に①が廃線

となった。

　設計者の小川東吾（1860～1933）は、工部大学校を

明治17年に卒業。鉄道局、日本土木会社・讃岐鉄道な

どを経て、22年に住友の鉄道技師となった。小川は、

機関車・鉄橋などの機種選定にあたり、九州鉄道会社の

ルム・シヨッテル氏に相談し、ドイツ国クラウス社製の

機関車と、ハーコート社製の端出場鉄橋を導入した。住

友退職後は、小田原電気鉄道で箱根鉄道と索道を、鉄道

局では利根川の布佐鉄橋を設計した。別子鉱山鉄道は、

鉄道と索道を併用した日本最初の山岳鉄道として、小川

が鉄道・橋梁技術を磨いたものである。端出場鉄橋はそ

のランドマークとして重要である。

形態・構造の特徴

　端出場鉄橋は、部材をピンで組立てるプレハブ式のピ

ントラスト橋で、この種の橋は明治時代にドイツから数

多く輸入された。いわば植民地・後進国用の橋梁である

が、わが国で現存するのは数例しかなく貴重である。観

光鉄道使用に際し、そのまま使えないので、床組みを全

部撤去し、新しい箱桁を架設して橋の形態保存を図る。

また、当初の図面があり、実物との比較検討ができる。

[末岡照啓 ]

参考文献

『住友別子鉱山史』上巻（住友金属鉱山（株）、1991）

『小川東吾先生略伝』（小川珖子、1921）

端出場鉄橋（現況）

端出場鉄橋（明治31年、提供・住友史料館）

端出場鉄橋と索道（明治32年、提供・住友史料館）

端出場鉄橋

所 在 地 新居浜市立川町

建 築 年 明治26（1893）年３月開通

設計・施工 設計・ドイツ国ハーコート社、施工・小川東吾・住友別子鉱山土木課

構造概要 鋼造ボーストリング・ワーレントラス構造、橋長47.82ｍ（トラス桁部分39.34ｍ）、幅員3.53ｍ

備　　考 登録有形文化財（平成21年８月７日登録）、経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）
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沿革（歴史・由緒）

　明治26年（1893）３月、端出場隧道は端出場鉄橋の架

設に伴って開通し、昭和52年（1977）２月の廃線まで使

用された。現在は観光鉄道として使用されている。なお、

近年まで中尾隧道と呼ばれていたが、当初の名称に戻し

た。

形態・構造の特徴

　端出場隧道の南側坑門は、国領川の切り立った川岸に

面し、端出場鉄橋の橋台工事と同時に施工された。北側

坑門は鹿森の山裾に位置している。南北の両坑門とも手

積の技法で煉瓦が積まれており、その様式は半円アーチ

式で、坑門の両脇にピラスター（付柱）を構えている。

また、翼壁や胸壁を配するなど細部にわたり意匠や構造

がしっかりしている。別子鉱山鉄道に現存する最古のト

ンネルである。

[末岡照啓 ]

中尾隧道図（端出場隧道図）（提供・別子銅山記念館）

端出場隧道（現況）

端出場隧道

所 在 地 新居浜市立川町

建 築 年 明治26（1893）年３月開通

設計・施工 設計・小川東吾、施工・住友別子鉱山土木課

構造・概要 煉瓦造、延長92.55ｍ、幅員３ｍ (坑門 高さ 6.6ｍ、横幅6.7ｍ、厚さ2.3ｍ）

備　　考 登録有形文化財（平成21年８月７日登録）、経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

足谷川橋梁図（端出場鉄橋図）（提供・別子銅山記念館）
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沿革（歴史・由緒）

　明治21（1888）年５月に竣工した山根製錬所は、低品

位鉱処理の湿式収銅により、副産物の硫酸・硫酸銅・コ

バルト・銑鉄などを産出、当時の最先端技術工場であっ

た。19年４月、住友家初代総理人広瀬宰平は東京大学

から岩佐巌教授を招き、別子銅山の低品位鉱処理の意見

を聴取した。岩佐は、硫黄と鉄分の多い別子の含銅硫化

鉄鉱に着目し、ドイツ国フライベルク大学で学んだ湿式

収銅法と鉛室硫酸法による硫酸製造の採用を進言、同年

９月に岩佐は住友の工師として招聘された。

　明治21年11月に操業を開始すると、その施設は工程順

に鉱石庫→砕鉱場→搗鉱場→焼鉱場→鉛室建家→焙焼炉

建家→濾過室建家→蒸発及び硝酸室建家→晒室→硝石庫

→沈殿室→製銅場など24棟の建物群で構成されていた。

鉛室建家には、長さ80間（約145メートル）の煙道と高さ

約20メートルの煙突１基が附属していた。現在は大山積

神社の境内と別子銅山記念館の敷地であるが、明治の最

先端技術を実施した痕跡が、煙突と煙道跡に残る。

形態・構造の特徴

　イギリス積の煉瓦造煙突。新居浜の惣開製錬所と同時

期・同形状の煙突であり、洋式製錬開始当時の形状は本

物件でしか垣間見ることができない。外形の煙突底面は

方形 2,595 × 2,600mm、煙突最上部は方形 1,920 ×

1,820mm、煙突の高さはGL ＋ 20.145m、煉瓦の厚

さは下部から上部にかけて、925～450mmである。

　平成22年度に新居浜市が構造補強工事を実施し、煙

突内部に直径 300mmの鋼管を煙道として入れ、その

周りをコンクリートで固めた。基礎部がなかったので、

基礎を拡張して煙突の転倒に対応。表面煉瓦の剥離防止

に、1,248本のステンレスピンで補強を行った。また、

最上部約1.3ｍ間は煉瓦劣化のため、新規製造の 2,420

枚（押し印付き）の煉瓦で積み替えた。

[末岡照啓・横井邦明 ]

参考文献

『住友別子鉱山史』上巻（住友金属鉱山（株）1991）

『平成21年度旧山根製錬所煙突現況調査資料』、『平成

22年度旧山根製錬所煙突補強工事資料』（新居浜市）

旧山根製錬所煙突（現況）

旧山根製錬所煙突

所 在 地 新居浜市角野新田町

建 築 年 明治19（1886）年７月着工、明治21年５月竣工（11月21日操業開始）

設計・施工 設計・岩佐巌、施工・住友別子鉱山土木課

構造概要 煉瓦造、高さ GL ＋ 20.145ｍ、煙突平面 2,595× 2,600mm～ 1,920× 1,820mmの角形

備　　考 登録有形文化財（平成21年８月７日登録）、経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

旧山根製錬所煙突の断面図・頂部見下げ図（提供・新居浜市）
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沿革（歴史・由緒）

　別子銅山の近代化を図った広瀬宰平の旧宅。明治20

年（1887）、大阪住友家出入りの大工棟梁八木甚兵衛（二

代目）の指揮により、旧金子村久保田にあった広瀬邸を

現在地に移転、改築した。母屋・乾蔵などはこの時移築

された。明治22年には新座敷と茶室（指月庵）・庭園が、

八木と植木屋清兵衛によって新築・造園され、一応の完

成をみた。その後、大正・昭和初期にかけて周辺の整備

が行われ、今日みる姿となった。母屋は瀬戸内海と新居

浜の眺望を意識したもので、２階は宰平の漢詩により「望

煙楼」と名付けられた。新座敷は別子開坑 200 年祭の

迎賓館として建築され、平成15年（2003）５月に「別子

銅山を支えた実業家の先駆的な近代和風住宅」として重

要文化財に指定された。八木の現存最古の建物でもある。

技法・意匠上の特徴

　広瀬邸は、重文に指定された①母屋、②新座敷、③離

れ、④新土蔵、⑤管理棟、⑥乾庫、⑦表門と指定外の茶室・

付属建屋で構成される。八木によって、母屋と新座敷が

渡り廊下で接続されたとき、縁廻りの軒桁・垂木が八木

の得意とした数寄屋風の磨き丸太で統一された。母屋に

は、式台付き玄関・座敷・居間・台所などの居住空間が

あり、２階への階段手摺や「望煙楼」の縁手摺りに近代

和風の特徴である洋風の意匠がみられる。建具も全体に

ガラス障子を用い、１階に暖炉、２階に洋式便器、屋根

に避雷針があった。新座敷は、上段風の床と琵琶床を備

え、長押を廻して欄間、釘隠などに意匠を凝らしている。

迎賓館としての重厚さを醸し出す演出である。

　平成７・８年、①～⑦の建物と茶室・庭園の大改修を

行い、同23年に新座敷床の間と茶室・付属建屋を補修

した。 [ 末岡照啓・久葉裕可 ]

参考文献

『別子銅山の近代化を見守った広瀬邸』（新居浜市教育委

員会、2002）

旧広瀬邸母屋・新座敷（現況）

旧広瀬邸

所 在 地 新居浜市上原

建 築 年 明治10（1877）年竣工、明治22年移築改造および増築

設計・施工 真鍋儀兵衛（建築時）、二代目八木甚兵衛（移築改造・増築）

構造概要 木造２階建、建築面積：1,361㎡

備　　考 建造物 重要文化財（平成15年５月30日指定）、愛媛県名勝 (昭和43年３月指定）
経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

旧広瀬邸平面図（出典・旧広瀬邸建造物調査報告書）
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沿革（歴史・由緒）

　通洞とは、明治６（1873）年にわが国最初の鉱山法令

「日本坑法」で定められた物資搬出入の主要坑道のこと。

　明治27年３月、坑外の「蘭干場」（海抜747ｍ）から

坑内最下底、「三
み す ま

角」を目指して水平に掘り抜いたのが

第三通洞である。この通洞は、堅坑の東延斜坑と「三角」

で交差するのが目的であった。明治19年、東延斜坑は

第一通洞（標高1100ｍ）と交差したが、同22年開削の第

二通洞（標高960ｍ）とは交差しないうちに、28年３月

に「三角」へ到達したので、第二通洞は幻の通洞となった。

　明治35年８月第三通洞が坑内「三角」まで 1795ｍ

で開通すると、当時「蘭干場」と呼ばれた柳谷と喜三谷

の合流地は「第三」と呼ばれるようになった。38年８

月には、東平選鉱場までの坑内電車が開通し、第三通洞

は別子鉱山の主要坑道となった。41年９月からは、坑

内「三角」から別子側の日浦まで 2120ｍの日浦通洞を

開削し、44年２月に開通した。これにより、別子山村

と東平が約４kmのトンネルでつながり、住人は籠電車

で往来した。また、銅山川（吉野川水系）の水を端出場

水力発電所まで引き込む水路の役割も果たし、別子銅山

の近代化に大いに貢献した。昭和５年（1930）５月、端

出場に採鉱本部が移転すると、その地位を第四通洞に譲

り、戦後の昭和43年３月に閉鎖された。

形態・構造の特徴

　通洞口は、両側面と半円アーチ部分に花崗岩の切石を

用い、要石に住友井桁のマークを刻印している。両側の

壁柱は自然の岩盤をうまく取り組んだ石積で、台形状の

堂々とした構えである。通洞口上部の石積は、３段のテ

ラスとなっており、１番上のテラスの後方に土砂留めの

石垣がある。鉄扉はリベット留めで、アールヌーボー風

のデザインである。重厚な石積の通洞口は、第三通洞時

代の象徴である。

[末岡照啓 ]

参考文献

『住友別子鉱山史』上巻（住友金属鉱山（株）、1991）

第三通洞（現況） 第三通洞
（明治38年、提供・住友史料館）

平面・立面図（部分）

第三通洞

所 在 地 新居浜市立川町 建 築 年 明治27（1894）年３月着工、明治35年８月竣工

設計・施工 住友本店別子鉱業所設計部・同土木課

構造概要 石造、延長1795ｍ（日浦まで3915ｍ）、幅員3.35ｍ

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）
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沿革（歴史・由緒）

　明治30年２月、住友銀行新居浜支店は５番目の支店

（当時は出張店）として、広島・若松両支店と共に開業

した。当初は、別子鉱業所の新居浜分店内にあったが、

32年10月に新居浜分店が別子鉱業所本部となったの

で、同年12月に銀行の新築を出願して33年６月に許可

された。翌34年７月に新居浜出張店は竣工し、９月に

支店へ昇格した。その後、昭和33（1958）年に市内中須

賀の現在地に移転するまで銀行として利用された。平成

２（1990）年に住友化学愛媛工場の歴史資料館として改

修され、現在に至る。

　設計者の長瀬兵馬（1865年～不明）は、高知県香美郡

三島村（現、南国市）の堂宮大工であった。明治20年、東

京で三菱深川別荘の建築に加わり、27年に三菱若松支

店、28年に筑豊鉱業組合事務所、29年に安川本店・支

店及び住友若松支店などを設計し、31年４月に住友に

入社した。住友では銀行広島支店の新築に従事したのち、

新居浜の担当となった。34年に住友本店へ移り、35年

の住友臨時建築部設立に際し技手となり、銀行川口支店

の新築を任された。その後39年11月に退社している。

技法・意匠上の特徴

　木造寄棟の擬洋館に、石造の金庫蔵が付属している。

長瀬の設計図面によると、屋根はドーマー窓付の銅板葺

とし、南に玄関、西に通用口を取り、玄関には装飾を施

す予定だったが、施工では桟瓦葺に装飾のない玄関と

なった。壁面は図面どおり、石積みに見せるための縞状

の目地を入れ、軒の垂木はデンティール風に仕上げ、軒

下の丸型デザインがアクセントを与えている。平成２

（1990）年の改修では、通用口をふさぎ、玄関を新築し

た。長瀬の住友臨時建築部入りする直前の作品として貴

重である。

[末岡照啓 ]

参考文献

『住友銀行百年史』（住友銀行、1991）

『銀行新居浜支店新築予算書』（住友史料館所蔵、1900）

旧住友銀行新居浜支店（現況）

住友銀行新居浜出張店新築略図（明治32年、提供・住友史料館）

旧住友銀行新居浜支店

所 在 地 新居浜市惣開町

建 築 年 明治34（1901）年７月竣工

設計・施工 設計・長瀬兵馬、施工・住友本店別子鉱業所土木課建築係

構造概要 木造平屋建、一部２階建、建築面積：251.44㎡ ( １階：244.44㎡、２階：27㎡ )

備　　考 登録有形文化財 (平成13年４月24日登録)、経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

旧住友銀行新居浜支店１階平面図（平成２年、提供・住友化学株式会社）
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沿革（歴史・由緒）

　日暮別邸は、瀬戸内海に浮かぶ四阪島の高台にたたず

む旧住友家の別邸洋館である。別名「接待館」とも呼ば

れ、島を訪れる貴賓の宿泊所も兼ねていた。

　明治38（1905）年１月、四阪島製錬所が創業を開始す

ると、四阪島事務所は残務工事を別子鉱業所の土木課に

引き継いだ。別子鉱業所では、日露戦争で延期した落成

式を挙行するため、15代家長吉左衞門友純や来賓を迎

える接待館が必要となり、38年１月に住友本店臨時建

築部の野口孫市を四阪島製錬所に出張させ、日暮別邸の

「日暮附近地形図」を作成させた。地図には「此辺、家

長殿御撰定、接待館予定図」とあり、建設場所は15代

友純が選定した。同年２月の実測図によると、北側急斜

面を削り、北端に石垣を築いて385坪の敷地を創出して

いる。当時、野口は大阪府立図書館、大津石山の伊庭貞

剛別宅「活機園」を建築しており、別子鉱山の臨時建設

部を兼務する土木課に何らかの助言があったとみる。

　38年２月以降、土木課は接待館の建築工事を進めた

が、次年度の繰り越しとなった。翌39年の「実際報告

処書」に「接待館新築工事　工費壱万七千弐百九拾弐円

余」とあり、39年11月24日の落成式までに竣工した。

同月、15代友純は接待館に、所蔵の荘野宗之助筆の油

彩「山村之景」と山本春挙筆の日本画「黄薔薇画」など

を送付して、落成式に備えた。おそらく、外国製のベッ

ド・家具もこのとき送付されたものであろう。洋館には

和館も併設され、現在にいたっている。

技法・意匠上の特徴

　構造は、木造寄棟の桟瓦葺２階建で、鍰煉瓦を基礎と

した地階がある。屋根の北側にドーマー窓があり、小屋

組は和小屋であるが、壁板に下見板とよばれる橫板を張

り、縦長の窓を開くなど、外観は洋風のデザインでまと

められている。東側の玄関を入ると、南側に応接室を兼

ねた居間があり、その奥にベランダと食堂がある。地階

は、厨房などバックヤードである。２階には広い踊り場

に２つの寝室と浴室がある。居室は暖炉付きであるが、

彫刻など派手な装飾はない。暖炉廻り、階段の手摺廻り、

食器棚・机・椅子などの簡素な意匠がこの屋敷の見せ場

となっており、野口作品に見られるアールヌーボー調で

ある。瀬戸内海に浮かぶ製錬所に、19世紀末の流行を

いち早く取り入れた洋館が残っていること自体が驚きで

あり、非常に価値が高い。

[末岡照啓 ]

参考文献

『別子鉱業所実際報告書 明治38・39年』（住友史料館所

蔵）

日暮別邸（現況）

同上（現況） 同上（昭和20年代、提供・住友史料館）

日暮別邸

所 在 地 今治市宮窪町四阪島

建 築 年 明治39（1906）年

設計・施工 住友本店別子鉱業所土木課建築係

構造概要 木造２階建、鍰煉瓦の地階、建築面積365.62 ㎡（洋館：187.33㎡、和館：178.29㎡）
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上：東面立面図　　下：南面立面図

1・２階平面図

配置図

地階平面図

内部写真（現況）

洋館 和館
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沿革（歴史・由緒）

　明治35（1902）年８月、海抜750メートルに位置する

東
とうなる

平に第三通洞が貫通すると、翌36年７月から造成工事

が始まった。東平選鉱場の工事は、同37年６月に谷側の

土留石垣が完成し、７月に選鉱場の第二装入庫、11月に

第一装入庫と貯鉱庫（貯鉱場）の造成工事を完了した。同

年12月には傾斜鉄道線路（インクライン）も竣工し、翌38

年11月から選鉱作業を開始した。40年６月の別子暴動

で、東平選鉱場の屋根も破壊されたが、直ちに新築された。

選鉱場では、手選で鉱石と岩石を選別し、鉱石は斜め格

子で三寸（９cm）以上と以下に分け、三寸以下の塊鉱は貯

鉱庫へ送り、それ以上は砕鉱機と篩にかけ、塊鉱と粉鉱

にして貯鉱庫へ送った。その下に索道停車場があった。

　東平索道停車場の造成工事は、明治36年11月に始ま

り、翌37年４月に完了して、６月に制動機室、７月に停

車場の基礎ができた。翌38年にドイツ・ブライヘルト式

の索道機械一式を取り付け、同年９月から下部鉄道の黒

石駅まで標高差600ｍ、距離3708ｍの運転を開始した。

　昭和５（1930）年５月、東平の採鉱本部が端出場に移

転すると、索道と貯鉱庫を残して選鉱場は廃止された。

同10年５月、端
は で ば

出場への索道が完成すると、東平・黒

石索道は廃止された。昭和43（1968）年３月に至り第三

通洞の採鉱が終わり、東平は閉鎖された。

形態・構造の特徴

　選鉱場は上から順に、衡量場、第一挿入庫、第二挿入

庫、選鉱所、貯鉱庫であった。現在、貯鉱庫上にある煉

瓦柱は昭和の太平坑・東平間索道跡で、その下が東平索

道停車場である。選鉱場は高級な大島花崗岩の間知石積

で、特別な施設として建設されたことがわかる。下部石

積は基部で幅 32ｍ、高さ 9.8 ｍ、上部石積は幅 26ｍ、

高さ９ｍ（煉瓦共12ｍ）で、全体の投差は 28.5 ｍにお

よび壮大である。100年以上経つが、石積にひび割れは

見られず、熟練のワザが光る。重厚ですばらしい建造物

である。 [ 末岡照啓 ]

参考文献

『別子鉱業所実際報告書』（住友史料館所蔵）

『住友別子鉱山史　下巻』（住友金属鉱山、2002）

東平選鉱場・東平索道停車場（現況）

東平全景（明治42年、提供・住友史料館）

東平選鉱場工事写真
（明治36年頃、提供・住友史料館）

東平索道停車場
（明治42年、提供・住友史料館）

東平選鉱場・東平索道停車場

所 在 地 新居浜市東平

建 築 年 選鉱場　明治37（1904）年11月、索道停車場　明治37（1904）年９月

設計・施工 住友本店別子鉱業所設計部臨時建設部・同土木課

構造概要 選鉱場：石造、索道停車場 :石造、一部煉瓦造
選鉱場：幅32ｍ・投差28.5ｍ、索道停車場：高さ5.3ｍ・幅員 3.5ｍ

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）
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東平・黒石索道（明治38年、提供・住友史料館） 東平地形図（大正14年、提供・別子銅山記念館）

東平選鉱場・東平停車場断面図

東
平
停
車
場
↓

貯
鉱
庫
↓

第
二
装
入
庫
↓

第
一
装
入
庫
↓

選
鉱
所
↓

東平停車場平面図

第一装入庫平面図

第二装入庫平面図

貯鉱庫平面図
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　明治37（1904）年11月までに煉瓦造の建物が竣工し、

翌38年８月から新居浜・端出場・落シの各発電所の電

気を集め、別子東延・東平・角石原・東平・新居浜の各

施設へ動力・電灯用の配電を開始した。同42年に第三

変電所が新築されるとその機能を移し、林業課や保安本

部・就労調所などに転用された。戦後は、端出場調査課

の東平分室になり、平成６年（1994）のマイントピア別

子東平ゾーンの開設に際し、「マイン工房」に改造された。

　建物は煉瓦造で、東西 4.7 ｍ・南北 9.65 ｍであった

が、平成６年に屋根と西側の木造部分が増築された。南

面と北面に出入り口あり、東面に長方形の窓が５つ並ぶ。

配電所として、一時は別子東延・新居浜まで配電してお

り、また東平で最古の煉瓦建造物として貴重である。

[末岡照啓 ]

参考文献

『別子銅山を支えた端出場水力発電所 - 現況調査報告書

２－』（新居浜市、2013）

旧東平配電所（現況）

旧東平配電所

所 在 地 新居浜市立川町 建 築 年 明治37（1904）年11月

設計・施工 住友本店別子鉱業所臨時建設部・同土木課 構造概要 煉瓦造平屋建（増築部分木造）

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度） 建築面積67.9㎡（煉瓦造部分45.35㎡）

東平配電所　平面・立面図（提供・新居浜市）

　明治38（1905）年、第三通洞の坑水路の敷設に当たり、

途中の足谷川「落シ」に坑水路と人道の併用橋として架

設された。ドイツのザールブリュッケンにあったブル

バッハ社製の鋼材製品で、別子鉱業所土木課が4198円

20銭の工事費で施工した。国内で現存する明治期最大

級の鋼アーチ橋である。平成９年（1997）、アーチ橋の

老朽化に伴い、直上に新しく吊り橋を掛け、現状保存を

図った。

　構造は、２ヒンジのソリッドリブ・アーチ式。剛性の高い

リブ・アーチの上に、プラット・トラス状に補強された柱が

載る。スパンドレルブレースト・アーチに比べると、アー

チ・リブが太く、かつ弧状となっているため、アーチらしさ

が強く感じられる意匠となっている。

[久葉裕可 ]

　

遠登志橋

所 在 地 新居浜市立川町

建 築 年 明治38（1905）年

設計・施工 設計・ブルバッハ社、施工・住友本店別子鉱業所土木課

構造概要 鉄骨造、鋼製単アーチ橋、延長48.26ｍ、幅員2.4ｍ、高さ 23.2ｍ

備　　考 登録有形文化財（平成17年12月26日登録）経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

落シ橋梁之図（明治38年頃、提供・愛媛県立図書館）

遠登志橋（現況）
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沿革（歴史・由緒）

　明治37（1904）年、１月に第三通洞の坑口近くに第三

仮配電所ができたが、同40年６月の別子暴動により焼

失した。同年11月から第三変電所（木造、建坪22坪）の新

築工事が着手され、翌41年１月に落成した。続いて42

年10月に増築工事（建坪36坪）も完成したが、この煉瓦

造建家は同年増築の一部である。明治42年末までに配

電盤・変圧器が据え付けられ、翌年以降に主要な配電機

能は東平配電所から第三変電所へ移った。明治45年５

月に端出場水力発電所（3000kW）が発電を開始すると、

大正３（1914）年に端出場以南の第三変電所までの特別

高圧電線が撤去され、第三変電所から配電盤と変圧器が

端出場水力発電所内に移転し、同所から新居浜方面の事

務所・工場へ直接配電された。

　大正５年１月、別子東延の採鉱本部が東平に移転する

と、東平と別子の両配電所は、第三変電所に合併された。

第三変電所では、端出場発電所の3300ボルトの電圧を

350ボルトに変圧し、第三通洞内や東平の事務所・諸工

場、坑外電車、インクライの動力や電灯として供給し、

昭和40（1965）年にその役割を終えた。

技法・意匠上の特徴

　第三通洞北側の高台に、東西6.45ｍ、南北12.5ｍの

煉瓦造平屋で建つ。屋根は、鋼製アングルによるトラス

ト梁の切妻トタン葺である。端出場水力発電所建家より

はるかに小さいが、構造・デザインとも先立つものがある。

この建家の北側３分の１には、炉を切った居間と竈付き

の台所、および２階部分があり、付属住宅として使用さ

れていたようだ。この時、東西壁面の半円アーチ窓２つ

が長方形窓に改造された痕跡が残る。高台の瀟洒な美し

い姿は、第三通洞のランドマーク的な存在であった。

[末岡照啓 ]

参考文献

『別子銅山を支えた端出場水力発電所－現況調査報告書

２－』（新居浜市、2013）

現況

旧第三変電所（当初は配電所と呼称）

所 在 地 新居浜市立川町 建 築 年 明治42（1909）年

設計・施工 住友総本店別子鉱業所設計部・同土木課

構造概要 煉瓦造平屋建、一部２階建改造、建築面積80.62㎡

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

西側立面図

南側立面図２階平面図

１階平面図
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沿革（歴史・由緒）

　明治43（1910）年11月、新居浜市立川町の国領川右

岸に位置する端出場水力発電所は、住友別子鉱山の動力

源として着工され、翌44年５月にシーメンス社の発電

機２台による出力 3000kWで竣工した。電源開発は、

鉱山の土木建築技術と一体化し、吉野川水系の銅山川

から水路と鉱山用トンネル（第三通洞と日浦通洞）で

流水を石ヶ山丈の水槽に集め、東洋一の 597ｍの落差

を利用して発電した。大正５（1916）年３月、出力アッ

プのため水槽を拡張し、11年10月に四阪島製錬所へ約

20kmの当時世界最長の海底ケーブルで送電した。翌12

年12月には発電機を１台増設して 4500kWになった。

　昭和２（1927）年７月、端出場水力発電所は土佐吉野

川水力電気（株）へ移管され、新居浜の住友各社に動力・

電灯を供給した。９年６月には出力を4800kWに増加

し、同年５月に四国中央電力（株）と名称変更、さらに

18年４月に住友共同電力（株）と改称した。昭和20年８

月には住友化学工業（株）へ譲渡されたが、同25年12月

には元に復帰した。41年４月には、発電機２台を撤去

して出力 1000kWとなり、翌年その跡へ周波数変換器

３台が設置された。45年２月に端出場水力発電所は廃

止され、その後は変電所として活用されたが、平成17

年（2005）７月にはその役割も終え、22年４月に新居浜

市へ管理が移された。

技法・意匠上の特徴

　急峻な斜面地を切り開いた平坦地に、東西 35.1ｍ、

南北 15.1ｍの煉瓦造平屋で、屋根は切妻造トタン葺で

建つ。内部東寄りの一部を二階建の配電室とし、西寄り

の一部を地下室とする。小屋組はＬ型アングルによる

ワーレントラストである。

　壁面は、全面イギリス積の煉瓦造である。西側の壁面

は、中央に石段と半円アーチの入口を置く玄関である。

その両脇に円弧の完欠アーチ腰窓を配し、その上部中央

には大きな円窓、両脇に二連半円アーチの高窓がある。

東側壁面は裏側なので、腰窓３つに抑制され、その上部

円窓の両脇は、配電装置を取付ける長方形窓がある。そ

の南端の二階に通じる裏口はなく、後年の設置である。

南北の壁面は、７スパンの柱型を突出させ、柱間に東西

壁面と同じ意匠の腰窓と高窓を並べた。ただし、北側

（川側）と南側（山側）東端の腰窓１つが省略され、南

側の中央腰窓２つが機械の出入口とされた。アーチ部分

はすべて煉瓦と大理石を組合せた丁寧な造りで、荘厳さ

を醸し出す。その後、棟上に換気天窓２つを新築し、昭

和26年にこれを拡張した。同25年に北側東端に腰窓１

つを造作し、35年に配電盤室二階に防音窓を設置した。

42年には周波数変換器搬入のため、北側（川側）の腰

窓１つが出入口に改造された。

　端出場水力発電所は、住友別子鉱山の臨時建設部に参

画した新進気鋭の技術者の作品である。当時のシーメン

ス社製の発電機も一式残っており、わが国の鉱山におけ

る電気事業の発展過程を如実に物語る産業遺産である。

[末岡照啓 ]

参考文献

『別子銅山の近代化を支えた端出場水力発電所 - 現況調

査報告書２－』（新居浜市、2013）

旧端出場水力発電所（現況）

旧端出場水力発電所

所 在 地 新居浜市立川町

建 築 年 明治45（1912）年５月

設計・施工 住友総本店別子鉱業所設計部・同土木課、機械課電気係

構造概要 煉瓦造平屋建、一部２階建・地下室、建築面積528㎡

備　　考 登録有形文化財（平成23年１月26日登録）、経済産業省「近代化産業遺産群33」(平成19年度)
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発電所内部（現況） 端出場水力発電所竣工写真（大正６年、提供・住友史料館）

端出場水力発電所立面図（提供・新居浜市）

端出場水力発電所平面図（出典・新居浜市『現況調査報告書』）

西立面図

北立面図（川側）
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沿革（歴史・由緒）

　明治 42（1909）年、別子鉱業所では、第四通洞と大

竪坑の開削を計画し、東京帝国大学工科大学の大嶋道

太郎教授に依頼した。大嶋の設計により、翌43（1910）

年２月に第四通洞が海抜 147ｍの端出場から開削され、

44年11月には、これに連絡する大竪坑が、坑内８番坑

道レベルの「三
み す ま

角」（747ｍ）から垂直に掘り下げられた。

大正４（1915）年６月、まず大竪坑が16番坑道レベル（海

抜147ｍ）に到達し、続けて９月に第四通洞が坑口から

4596ｍ地点で大竪坑と貫通した。

　昭和５（1930）年５月、採鉱本部が東平から端出場に

移転されると、第四通洞が別子銅山の主要坑道となった。

第四通洞の頭上には、安全を祈願して大山積神社が祀ら

れている。昭和30年、歌人で元住友本社の重役であっ

た川田順は、この通洞口に立ち「地中にて働くことは慣

れながら皆大山祇に礼して這入る」と詠んだ。約300年

続いた別子銅山も、昭和48年３月に第四通洞の閉鎖を

もって、その長い歴史の幕を閉じた。

形態・構造の特徴

　通洞幅 3.65ｍの半円アーチ式の煉瓦造で、アーチお

よび笠木部分は加工された花崗岩積となっている。両脇

には堂々としたピラスター（付柱）を構えており、16代

住友吉衞衛門の扁額「第四通洞」と、その上部の大山積

神社は、この通洞に荘厳さを与えている。質実なデザイ

ンの中に、大量出鉱が始まった時代の合理性が見受けら

れる。戦後になって、大山積神社の石垣が撤去され、そ

の上に県道が走るようになったが、四通橋から見る美し

さは現在も変わらない。第四通洞時代の象徴として、ま

た別子銅山の終わりを見届けた坑口として価値がある。

[末岡照啓 ]

参考文献・資料

『住友別子鉱山史』下巻（住友金属鉱山（株）、1991）

第四通洞（現況）

第四通洞

所 在 地 新居浜市立川町

建 築 年 明治43（1910）２月着工、大正４（1915）年６月竣工

設計・施工 設計・大嶋道太郎、施工・住友総本店別子鉱業所設計部土木課

構造概要 煉瓦造、延長4596ｍ、幅員3.65 ｍ

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）

平面・立面図（部分）
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沿革（歴史・由緒）

　大正14（1925）年６月、星越に新居浜選鉱場が完成す

ると、選鉱場に隣接して、星越駅と引き込み線が設置さ

れた。同駅構内には、惣開駅と同様の機関車修理工場、

操車場が設けられ、惣開駅に匹敵する鉄道拠点となった。

また隣接する山田には社宅が開発された。

　星越駅が、第四通洞出口の端出場駅と新居浜選鉱場を

結ぶ採鉱・選鉱の一大拠点になると、両駅を結ぶ鉄道

の人員・物資輸送が急務となり、別子鉱山鉄道は昭和

４（1929）年11月５日から地方鉄道として営業を開始し

た。戦後になるとバス路線が普及したので、昭和30年

１月から鉱山専用鉄道に戻った。同48年に別子銅山が

閉山すると、52年２月に廃線となり、星越駅も廃止さ

れた。

技法・意匠上の特徴

　駅舎の入口を入ったところが待合で、正面にホームに

出る開口部がのこる。東隣は事務室である。さらにその

東の切妻造部分は増築で、職員用の食堂と浴室があっ

た。ホーム部分には木造の小屋組が旧状のまま残されて

いる。

　東西に長い単調な切妻造トタン葺の屋根であるが、南

を向く正面入り口部分に切妻の破風を載せ、その下にさ

らに勾配の緩い切妻の庇を付けている。その右寄りにも

小さな千鳥破風を載せて立面に変化を付ける。軒先には、

垂木の木口を隠す鼻隠板を取り付け、外壁は全面に板の

下見張りを施している。正面入口の切妻破風および庇部

分には、意匠を凝らした持ち送りを取り付けて近代建築

のイメージをつくり、入口や室内の照明器具がそれと

マッチしている。切妻破風の住友井桁のデザインは、こ

の駅が別子銅山の鉄道であったことを静かに語りかけて

いる。

[末岡照啓・横井邦明 ]

参考文献

『別子銅山が育んだ山田社宅　現況調査報告書』（新居浜

市、2010）

旧星越駅舎（現況）

旧別子鉱山鉄道星越駅舎

所 在 地 新居浜市王子町 建 築 年 大正14（1925）年

設計・施工 住友合資会社別子鉱業所土木課建築係 構造概要 木造平屋建、建築面積：302㎡

備　　考 明治26（1893）年に竣工された別子鉱山鉄道の唯一現存する駅舎

旧星越駅舎立面図（提供・新居浜市）

旧星越駅舎平面図（提供・新居浜市）
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沿革（歴史・由緒）

　昭和４（1929）年 11月、星越駅が地方鉄道駅として

営業を開始すると、住友別子鉱山（株）のトップ（専務）で

あった鷲尾勘解治は、星越駅周辺の山田を社宅として開

発し、別子山麓の採鉱本部・端出場駅と、瀬戸内海に面

した工場群の惣開駅へ汽車通勤できるようにした。山田

社宅は、四国新居浜における郊外住宅の始まりであった。

　250戸ほどの社宅が立ち並び、敷地は南向きで平均

150坪（最小90坪～最大462坪）、２階建ての洋館２棟

を除くと、すべて平屋建の日本家屋（平均建坪16.6坪

～36.4坪）であった。いずれも玄関、床の間、縁側・

台所・便所・物置が付き、広い敷地にゆったりとした家

並みであった。高台には、住友各社の所長・工場長宅が

あり、それに見合う規模と格式を整えていた。なかでも

別子事業所長宅は最大で、敷地が460坪、建坪が102坪

である。この建物が竣工した昭和12年は、接待館の泉

寿亭や住友倶楽部ができた年であり、昭和15年の別子

開坑250年記念祭を意識して、来賓を迎える公館の役割

を担っていた。

技法・意匠上の特徴

　所長宅は、①応接室（切妻）、②主屋（入母屋）、③離

れ（切妻）の３棟から構成され、いずれも渡り廊下でつ

ながっている。①玄関室は、玄関土間に式台があって一

見和風の雰囲気であるが、応接室は洋間である。全体に

誇張した華やかさがなく、質実で規則正しい構えである。

②主屋は、東西に走る中廊下を挟んで、南側に客間・居

間・食堂などの接客・居住空間、北側に納戸・女中室・

台所・のバックヤードがある。機能的なつくりである。

③離れは、八畳と四畳半の座敷からなり、茶室の機能も

備え、造作に竹や皮付き丸太を用いた数奇屋風である。

　事業所長宅は、公館としての応接室棟、機能的な主屋

棟、静かな庵の風情が漂う離れ棟、いずれも地域を代表

する企業経営者の屋敷にふさわしい佇まいである。

[末岡照啓 ]

参考文献

『別子銅山が育んだ山田社宅　現況調査報告書』（新居浜

市、2010）

山田社宅全景（平成14年）

応接室（右）、主屋（左奥）の全景（平成20年、撮影・小野吉彦）

山田社宅（別子事業所長宅）

所 在 地 新居浜市王子町 建 築 年 昭和12（1937）年２月７日

設計・施工 住友別子鉱山株式会社土木課建築係 構造概要 木造平屋建、建築面積337㎡（102坪）

備　　考 経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）
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主屋・離れ全景（平成20年、撮影・小野吉彦）

別子事業所長宅立面図（出典・別子銅山が育んだ山田住宅）

別子事業所長宅平面図（出典・別子銅山が育んだ山田住宅）
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沿革（歴史・由緒）

　昭和３（1928）年、住友別子鉱山株式会社の最高責任

者（専務取締役）であった鷲尾勘解治が指揮して建設し

た。建設工事は、住友各企業の社員の作務（勤労奉仕）

で行われた。石積みの観客席は20数段に及ぶ階段状で、

生子山の斜面に沿って造られ、３万人以上の収容能力を

持つといわれる。グラウンド（競技場面積約 14,500㎡）

全体の収容人員は約６万人で、住友予州親友会の運動会

などに利用された。

　観覧席の上段には、別子銅山の守護神である大山積神

社が鎮座し、別子銅山とその関連企業で働く人々が競技

を通じて心を一つにする空間であった。

　昭和62年、新居浜市が山根総合体育館を建設するさ

いに東側の観覧席を撤去するなど、一部改変したが、ほ

ぼ当時のままの姿を残している。

形態・構造の特徴

　山根競技場の観覧席は、国領川の川原石を一つずつ集

めて積み上げたもの。観覧席であると同時に、その上段

に位置する大山積神社や旧相撲場（現、別子銅山記念館）

の地盤を支える擁壁でもあった。観覧席の石積みを見る

とき、それは別子銅山300年の石積み文化を、別子山中

から新居浜へ連綿と伝えた構築物として重要である。

[末岡照啓・久葉裕可 ]

参考文献

『改善』第３巻（1928）

『新居浜の登録有形文化財』（新居浜市広瀬歴史記念館、

2009）

旧山根競技場観覧席（現況）

同平面図（昭和38年、提供・別子銅山記念館）

同平面図（平成14年、提供・新居浜市）

山根競技場観覧席

所 在 地 新居浜市角野新田町

建 築 年 昭和３（1928）年

設計・施工 住友社員の労働奉仕

構造概要 石造、段数最大27段、最大長(東西)約170ｍ、最大幅(南北)約30ｍ、面積約4,319㎡

備　　考 登録有形文化財（平成21年８月７日登録）、経済産業省「近代化産業遺産群33」（平成19年度）
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　大正12（1923）年４月30日に愛媛銀行新居浜支店とし

て開店。昭和３（1928）年12月に金融恐慌で芸備銀行（現、

広島銀行）に合併され、６年３月に新築した。棟札には設

計・施工名のほか、現場監督・濱田日出穂、大工棟梁・

今井鶴松の名前がある。昭和36年に店舗を国民金融公庫

新居浜支店に譲り、同43年からマナベ小児科となる。

　本館と付属屋の金庫室に分かれ、本館の屋根は陸屋根

で、外壁は洗い出し仕上げである。その外観は、縦長の

窓が上下２か所にあって２階建に見えるが、内部は吹き

抜けで木製手摺付きのギャラリー（歩廊）がある。吹き抜

けの天井には漆喰の意匠があり、見上げられるように

なっていたが、医院開店時に天井が張られた。 

[ 末岡照啓 ]

参考文献

『創業百年史』（広島銀行、1979）

旧芸備銀行新居浜支店（現・マナベ小児科）

所 在 地 新居浜市西町 建 築 年 昭和６（1931）年３月

設計・施工 設計監督・鈴木工務所、施工・藤田組 構造概要 木造平屋建

　昭和12（1937）年に住友企業の迎賓館として新居浜市

北新町に建設された。「泉寿亭」の名前は、住友家の屋号

「泉屋」を「寿ぐ」に由来する。4000坪の敷地に、一部

２階建ての五棟（建坪1300坪）の建屋があった。平成２

（1990）年８月に図書館用地（現・新居浜市立別子銅山記念

図書館）として閉鎖され、貴賓者用の玄関と特別室１室（３

番室）が現在地のマイントピア別子に移築された。

　移築された特別室は、数寄屋造りの純和風建築であり、

破風に書家織田子青の看板がある。設計・施工には、住

友倶楽部と同じ、長谷部竹腰建築事務所（日建設計）と

藤木工務店が当たる。別子銅山の賓客を、昼は洋館の住

友倶楽部でもてなし、夜は和館の泉寿亭特別室で休んで

もらった。質素な中にも上品で堅実な意匠がうかがわれ、

泉寿亭の面影を偲ぶことができる。

 [ 横井邦明 ]

参考文献

『新居浜の登録有形文化財』（新居浜市広瀬歴史記念館、

2009）

旧泉寿亭特別室（現況）

旧泉寿亭特別室

所 在 地 新居浜市立川町 建 築 年 昭和12（1937）年、平成３年移築

設計・施工 設計・長谷部竹腰建築事務所、施工・藤木工務店 構造概要 木造平屋建、建坪114.297㎡

備　　考 登録有形文化財（平成21年８月７日登録）

平面図（平成３年、提供・新居浜市）

旧芸備銀行新居浜支店
（現況）

１階平面図 ２階平面図





資　　料　　編
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○調査物件一覧

　「近代化えひめ歴史遺産総合調査一覧表」は、本調査において確認した約1,300件の近代化遺産について、20市町

及び旧市町村毎に整理したものである。表中の項目の表記は次のとおりである。

　「中分類」は、下記の分類による。30の「中分類」に分類しきれないものは、「その他（交通）」等と記載した。

　「重文」：国指定重要文化財、「重文景」:国選定重要文化的景観、「県・市町指定」：県又は市町の指定文化財、

　「登録」：国登録有形文化財

　「掲載頁等」欄の数字は本報告書の掲載ページ。★は今回の調査で新たに確認された物件。

●解体物件一覧

　「解体物件一覧」は、前回調査（平成13～14年度）以降に解体された物件の名称、所在市町等を掲載したものである。

表中の「写真掲載」欄に○の記載がある物件は、巻末に写真を掲載している。（ページ数の記載があるものは本文中）

▼近代化遺産分類

大項目 中項目 主要な物件等

第一次産業

①農業 井戸・用水路、棚田、石垣、倉庫、蚕種製造所、養蚕農家、農機具製造所

②林業 林用鉄道、貯木場、製材所、木炭倉庫

③漁業 魚類加工施設、漁港施設 (防波堤・石波止 )

第二次産業

①鉱業 抗道・坑口、採掘場、受鉱庫、貯鉱庫、製錬所、寄宿舎、事務所

②繊維業 工場、倉庫、事務所、寄宿舎、食堂、講堂

③製紙業 工場、倉庫、事務所、店舗

④醸造業 醸造所、倉庫・蔵、事務所、店舗

⑤製塩業 塩田、丸樋、倉庫、事務所

⑥木蝋業 工場、店舗

⑦窯業 窯炉、工場、水車小屋、採石場

⑧漆器業 工場、店舗

⑨造船業 ドック、クレーン

第三次産業

①金融業 銀行、証券会社、質屋

②運輸・海運業 事務所、倉庫

③商業・観光業 店舗、温泉、旅館、料亭

交通・土木

①港湾 海岸護岸、悼頭、防波堤、雁木

②灯台 灯台、官舎、信号塔、灯標

③鉄道 駅舎、操車場、機関庫、転車台、給水塔、トンネル・隧道、橋梁、拱渠

④道路・橋梁等 橋梁、トンネル・隧道、切通し・擁壁

⑤砂防・堰堤 堰堤、擁壁、砂防ダム

⑥水道 貯水場、堰堤、浄水場、ポンプ室、給水塔、送水施設

⑦発電・電気 発電所・変電所、取水堰堤、貯水池、水路、沈砂池、水圧鉄管路、発電機

生活・文化

①官公庁 庁舎、公会堂、警察署・駐在所、測候所

②教育・学校 校舎、講堂、武道場、体育館、図書館、教員宿舎、像・台座

③通信・郵便 郵便局、通信施設

④文化・娯楽 劇場、映画館、博物館、美術館、図書館、迎賓館

⑤医療・医院 病院、医院、診療所、保健所

⑥宗教 教会、本堂・社殿、博物館、石塔、灯籠

⑦住宅 洋館 (洋室 )、近代和風住宅、別荘、長屋門塀、門柱、石垣

軍事・戦時遺産 防空壕、要塞、塹壕、砲台、掩体、兵舎、司令塔、貯水施設、奉安殿

※各産業の経営者・関係者の住宅は、「生活・文化⑦住宅」ではなく、各産業分野の近代化遺産として分類している。
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002 前谷酒造場店舗

038 石台堰（井堰）037 組合立越智中学校講堂

034大蔵省坂出地方専売局波止浜出張所 036組合立越智中学校本館033 ヤマタン醤油醸造元八木商店仕込蔵

030 丸今綿布（株）受電室 (変電室）024 （株）木原商店高部工場織布工場②021 富田有限責任信用購買利用組合米倉庫

020 山之神橋018丹原町・吉岡村・徳田村衛生組合立隔離病舎事務所棟

015 西条武徳殿014 藤田銃砲火薬店火薬庫

013今井定重日本刀鍛錬場010 伊川合名会社織布工場009 藤田新治家離れ

006西条銀行多喜浜出張所004 山上理髪店

016三品兵馬家離れ

019永野医院

039 鴨部有限責任信用組合米倉庫
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066 松山聖アンデレ教会牧師館

064 上総橋063 小野川橋

062 伊予鉄道三津停車場058 丸屋旅館057 修養殿（青年会所）

056大蔵省広島地方専売局竹原出張所浦戸取扱所収納倉庫053 口総塩田

052有限責任東伯方村信用購買販売生産組合米倉庫050 村上酒造場酒蔵048 中渡島灯台吏員退息所（滞在舎）

047 猪野梅太郎家（洋館）045 小西村役場庁舎 046小西村役場会議室

042 小西村信用購買販売利用組合米倉庫040愛媛船釘統制組合鍛工場 043 大井村信用購買利用組合事務所・倉庫・会議室

055大蔵省広島地方専売局竹原出張所浦戸取扱所事務所

065武智雅一家

068北吉井村役場庁舎 069村上家住宅 (洋館 )
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099 東洋紡績（株）川之石工場寄宿舎097 井上医院

095 青木石油・青木運輸社屋094 佐島製錬所船付場

092鳥首駐在所

086昭和鉱業（株）大久喜鉱業所選鉱場施設群

085 成留屋映画館084 料亭ヤマサン

078砥部尋常高等小学校講堂077 伊予陶器（株）煉瓦煙突 (池貫工場 )

080日之出屋旅館（旧中川旅館）079戸梶医院

070 軍事保護院傷痍軍人愛媛療養所寿康館（講堂）

102 串尋常小学校与侈分教場

081 仕七川村森林組合事務所

082 仕七川郵便局

088 油屋旅館 089上須戒青年学校明玄農士道場

096広瀬医院

091池田貫兵衛家堪忍庵090八多喜郵便局
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130 東郷橋129 玉水旅館128 御荘公会堂

122 農事試験場南予柑橘試験地試験場121 薬師寺類治家養蚕室

118 和霊尋常小学校プール

116 河野酒店店舗

110 山田郵便局107卯之町税務署

103高山郵便局 105 くずし屋（鮮魚・蒲鉾・料理店）104 卯之町の繭交換所

106下宇和村役場庁舎

117 国鉄宇和島駅舎

125 山下亀三郎筋別荘母屋

115赤松薫二郎家111野村警察署武徳殿

119樋口医院

120御殿内の乾繭倉庫

127岩松橋126渡辺医院
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